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こども発達支援センターでは、災害時に備えて避難

マニュアルがあります。センターを利用される保護者

の方にも、周知していただきたくお知らせいたします。

ご確認をよろしくお願いいたします。



【火災時】

　　《センター内にいる時》 　　　《園庭にいる時》

≪再度人数・安全確認≫

　　　センターで 火災発生！

非常ベルが鳴る

ベルが聞こえたら職

員の元に集まる。

≪人数確認≫

放送で避難経路・避難

火災を知る

職員の元に集まる。

≪人数確認≫

屋外の安全な場所に避難

※出火場所によって避

難経路が変わります。

経路A:

部屋から外廊下に出

て外階段から1階に降り

て外に避難する。

経路B:

部屋から下足室に出

て中階段を通って1階外

に避難する。

※出火場所によって避難

経路が変わります。

経路A:

4階園庭外階段を利用

して1階に降りて外に避

難する。

経路B:

園庭から入室して中階

段を利用して1階外に避

難する。

保護者への連絡

○保育システムを通じて

一斉メールを配信し避難

場所にお迎えをお願いい

たします。

○引き渡しカードで確認

しながら引き渡しを行い

ます。

稲野小学校に避難
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【地震時】　登所後、伊丹市に地震が発生した場合には、状況によりお迎えをお願い

　　することがあります。

≪人数確認≫

地震発生！

大きな揺れを

感じたら！

子どもたちの安全確保

○「あつまれ!」「しゃがむよ!」「先生が

いるから大丈夫だよ」と声をかけ安心

して行動できるようにします。

○落下物のない場所に集めて、防災ヘル

メットで頭を保護します。

≪人数確認≫

揺れがおさまる

屋外の安全な場所への避難

○通路の安全を確認後、防災ヘルメットを

着けて、避難場所へ靴を履いて避難します。

稲野小学校に避難

保護者への連絡
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【不審者侵入・遭遇対応】　親子通所時・バス散歩・遠足の際に、不審者に遭遇した場合は、

　　お子さんと一緒に行動をしてください。

　≪センター内≫ ≪センター外≫

不審者に遭遇!!

全体に知らせる。

お子さんと一緒に

部屋に戻る。

○速やかに自分のクラスに

お子さんと集まってくだ

さい。

○職員の指示に従って行動

してください。

お子さんと一緒に

職員の所に集まる。

不審者は職員が対応します。

③

○職員の指示に従い、

お子さんと一緒に安全

な場所に避難します。



【バス乗車中の災害時】　　登降所時のバスの故障、火災、地震発生した際には、電話・

　　　　　　保育システム・災害時伝言ダイヤル（地震災害時）でお知らせ

　　　　　　いたします。（センターへ直接送迎をお願いすることがあり

　　　　　　ます。）

≪火災≫

　　　≪地震≫

≪故障・事故・地震≫

≪故障・事故≫

故障・事故

火災・地震

発生!!

子どもたちの安全確保

安全な場所への避難 車内にて待機する

○火災発生時すぐに避難口

及び扉より車外に脱出し、

安全な場所に避難します。

○代車がくるまで、その

場所で待機します。

○センターから職員応援に

かけつけます。

○代車がくるまで、その

場所で待機します。

○伊丹市内震度4以上を

観測した場合、直ちに

停車し待機します。

○センターから応援職員が

駆けつけ後、停車近く

の避難場所に避難しま

す。

○バス停で待たれている方

については、ご連絡しま

すので、センターまで送

迎をお願いいたします。

代車にてセンターへ 安全な避難場所

④

○保育システム・171災害時

伝言ダイヤルを通じて避難

場所をお知らせしますので、

確認の上避難場所まで、

慌てず安全を確保して

お迎えをお願いします。

○ご家族の方が来られるまで

しっかりとお預かりします。

○お迎えが困難な場合は、

171災害時伝言ダイヤル

にてお知らせください。

＊事故の場合，添乗職員は警察

にも連絡し、指示を仰ぐ。



★タクシー送迎時事故対応★

＊交通事故の場合は、運転手が

110番通報をする。

＊タクシー会社よりセンターへ

事故の連絡・対応。

乗車中に事故発生

安全な場所に停車

センターへ連絡

【親子通所の場合】

・保護者による応急手当

○保護者よりセンターへ連絡

・子どもの氏名／症状を確認

・受診の要・不要・緊急性確認

・停車場所を確認

※状況によって現場へ向かう

【単独通所の場合】

・職員による応急手当

○職員よりセンターへ連絡

・子どもの氏名／症状を確認

・受診の要・不要・緊急性確認

・停車場所を確認

※状況によって現場へ向かう

○センターより子どもの

保護者へ連絡

必 要必要ない

緊急性

あるない

救急車要請タクシーで医療機関へ向かう

センターへタクシー

で向かう

センター医師による状態確認

医療機関を受診

所長へ報告

搬送先へ職員が向かう

【タクシーでの対応】

・該当児の応急手当

・救急車の要請連絡

・他（乗車予定）児の安全確保・対応

・救急車同乗

（親子通所時⇒保護者）

（単通・園外送迎時⇒職員）

・随時、センターへ連絡・報告する

【センターでの対応】

・救急車要請の確認

・保護者連絡（単独通所の場合）

・搬送先へ向かう（親子通所時）

・他（乗車予定）児への対応（連絡）

・同乗していた場合は、

別のタクシー依頼

・停車場所へ向かう

受診が

⑤
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★怪我・打撲等対応★

　　　　

　

　

　

　 

　

　　

　

　

　 　

出血している

出血が

続く

降所時に保護者へ伝達する

水道水で洗浄、できなければ清潔

なタオル等で軽く押さえ拭く

怪我・打撲等発生

止血した・

出血がほ

とんどない

・切傷・擦り傷の状況確認

・打撲の有無確認

・関節可動の確認

・歯・口腔内は歯のぐらつきの

有無確認

・他の部位の外傷の有無を確認

・耳・鼻からの出血の場合、

意識状態の確認

・目周囲の受傷の場合、眼球の

動きは正常か、見えているかを確認

・必要に応じて救急車を依頼

診療所へ連絡

・頭部打撲･外傷の状況確認

（出血部位・意識障害・裂傷の程度）

・一般状態（呼吸、嘔吐の有無）の観察

・できる範囲で冷罨法

・他の部位の外傷の有無を確認

・必要に応じて救急車を依頼

・状況に応じてかかりつけ医に連絡

頭部以外の受傷の場合頭部受傷の場合

＜意識がなく救急車を待つ間の処置＞

●呼吸と脈を確認

・呼吸がない⇒気道確保。 酸素投与

・脈がない⇒心臓マッサージ

・ＡＥＤを使用する（1階受付前）

必要時、救急車に同乗する

◎保護者へ連絡する

・事故状況、怪我の程度を伝える

・受診する旨の了解を得る

（緊急の場合は後で）

・程度によっては病院に来てもらう

救急搬送時、所長に連絡

事故報告書提出

＜単独通所・親子分離の場合＞

保冷剤で

冷やす

必要に応じて保護者へ連絡しお迎えを依頼

こども未来部に連絡

・受傷部位の処置

必要に応じて消毒、薬剤塗布

・状態の観察を継続して行う

出血していない 症状に応じた処置を行う頭部を打撲した

痛みが続いている ・泥等が付着している場合

：水道水で洗浄

・打撲した場合

・腫れている場合

・噛まれた場合

・傷、表皮がめくれている場合

：ガーゼかばんそうこうを貼る

・出血がにじむ程度

：状況によりばんそうこうを

貼る

・虫刺され：氷水で冷やす

・対応に困れば診療所へ連絡
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